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　研究課題名

　本研究は、人文社会科学と自然科学の研究手法を融合することにより小笠原の人文社会・自然の独自性を科学的に解明
し、世界に類をみない自然を有する小笠原において、人はどのように自然と共生すべきかについて提言することをめざし
た学際的総合研究である。
　小笠原は、東京都に属しながら過去に一度も大陸と陸続きになったことがない海洋島であり、独自の生物進化がおこっ
た生態系である。このような生態系は、学術的な意義に加え、エコツーリズムのための自然資源として、また環境教育の
場としても重要である。そのため、東京都は小笠原の自然を保全しつつ、それを小笠原振興の基盤として積極的に利用す
ることをめざして、世界自然遺産登録も視野にいれつつ「東京都版エコツーリズム」や「東京都レンジャー制度」などの
事業を展開している。しかし、これらの事業の多くは、小笠原の自然環境の保全と利用に着目したものであり、小笠原の
社会や文化史的な独自性についてはほとんど考慮されていない。そこで、本研究では、人と自然の持続的な共存をめざし
た『小笠原における自然・文化の共生』をキーワードに、首都大学東京の文系・理系の研究者の協力・連携により、小笠
原の人文社会・自然両面における独自性を総合的に把握し評価すること目的に以下の研究を実施した。
１． 小笠原の自然再生の障害となっている外来植物の生態を調査し、それらによる在来植生に対する影響を緩和する手法
を開発した。
２． 小笠原の自然再生のための基礎資料とするため、鳥類を含む陸上脊椎動物相の歴史的変遷を調査した。
３． 人為的な植栽がもたらす遺伝的攪乱の影響を調査し、在来植物集団の遺伝的構造に配慮した植栽のあり方について検
討した。
４． 小笠原における水環境と生活水の循環過程について調査し、人の生活基盤としての水環境の持続可能性についていく
つかのシナリオに基づいて検討した。
５． 小笠原住民へのヒアリングや現地調査などにより、小笠原の文化を特徴づけている言語文化の歴史性を明らかにし
た。
６． 小笠原の気候・気象環境の経年変化の解析および地形・地質の調査に基づき、小笠原の社会・文化の基盤となってい
る自然環境の特質を抽出した。
７． 小笠原における自然ツーリズムに関する基礎情報を収集し，あわせてエコツアー参加者の環境学習過程とツアープロ
グラムについて評価した。
　上記の成果の一部は、小笠原研究年報31号に報文として発表した。
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